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業務用米新品種「空育180号」の開発

丼などの外食や弁当等で利用しやすい、水稲新品種「空育１８０号」を開発しました

環境地質本部 地質研究所

背 景

成 果

期待される効果

受託・経常研究

・「きらら397」は、炊飯米の「粒感」や「べたつきの少なさ」が評価されているが、やや低収で耐冷、耐病性が不十分。
・外食、中食企業から、比較的安価でかつ「きらら397」に近い炊飯特性を持つ品種が求められている。

１ たくさんとれる ２ 丼などに適し、企業の評価が高い ３ 寒さ、病気に強い

・「きらら397」に近い炊飯特性の米を安定供給できるため、企業と生産者双方に利益となります。
・耐冷、耐病性等が向上した品種の普及により、北海道米の安定生産に貢献。
・外食チェーン等での道産米使用がさらに拡大。
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食味、食感

62.9
58.5

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

空育180号 きらら397

「きらら397」
より寒さに強い!

「きらら397」
より病気に強い!

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構
電話：011-747-2804
http://www.hro.or.jp

道総研 農業研究本部 中央農業試験場
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稲穂ができる前の時期における耐冷性




